
　

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
は

昨
夏
、
区
在
住
・
在
学
の

歳

ま
で
を
対
象
に
手
作
り
絵
本
作

品
を
募
集
。
優
秀
作
品
が
こ
の

ほ
ど
決
ま
り
、
先
月

日
に
同

協
議
会
＝
小
幡
南
１
＝
で
表
彰

式
が
開
か
れ
た
。

　

同
協
議
会
ほ
か
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
３
回

目
。
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
」（
ハ
ッ
ピ

ー
・
幸
せ
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

募
集
に

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど

５
項
目
で
審
査
を
行
っ
た
。

　

最
優
秀
賞
「
活
動
計
画
賞
」

に
輝
い
た
の
は
昨
年
に
続
き
２

度
目
、
徐
悠
琳
さ
ん
（
守
山
小

６
年
）
と
青
山
み
の
り
さ
ん

（
同
５
年
）
の
ペ
ア
。
作
品
名

は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ッ
ピ

ー
」
。
新
聞
記
者
の
主
人
公
が

い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
話
を
聞
い

て
、
幸
せ
と
は
何
な
の
か
―
を

調
べ
て
い
く
と
い
っ
た
物
語
。

　

表
彰
式
に
は
受
賞
者
や
保
護

者
ら

人
以
上
が
出
席
。
同
協

議
会
の
中
沢
伸
生
事
務
局
長
が

賞
状
を
手
渡
し
た

ほ
か
、
受
賞
者
同

士
で
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
む
交
流
会

も
催
さ
れ
た
。
今
回
は
審
査
結

果
が
全
て
の
作
品
で
僅
差
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
「
心
が
温
ま
る

幸
せ
を
描
け
た
で
賞
」
を
は
じ

め
ユ
ニ
ー
ク
な
名
称
の
各
賞
も

そ
れ
ぞ
れ
に
贈
ら
れ
た
。

　

最
優
秀
の
賞
状
を
受
け
た
青

山
さ
ん
は
「
う
れ
し
い
」
と
、

に
っ
こ
り
。
ま
た
「
主
人
公
の

表
情
（
描
き
方
）
で
気
持
ち
を

表
す
の
に
苦
労
し
た
」
と
、
都

合
で
当
日
来
ら
れ
な
か
っ
た
徐

さ
ん
の
思
い
ま
で
伝
え
る
よ
う

に
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
「
優
秀
賞
」
受
賞

者
と
作
品
名
は
次
の
通
り
（
敬

称
略
）
。

　

▽
高
畑
陽
菜
香
、
舟
橋
昂
輝
、

宮
田
く
る
み
、
山
田
れ
い
、
酒
井

環
、
中
村
美
結
、
谷
麗
羽
（
吉
根

中
３
年
）
「
ほ
し
ぞ

ら
の
は
て
に
」
▽
大

高
夕
奈
（
天
子
田
小

３
年
）「
わ
た
し
の
町

み
ん
な
の
町
」
▽
大

瀧
紡
生
（
鳥
羽
見
小

２
年
）
「
ふ
し
ぎ
な

図
書
か
ん
」

　

同
表
彰
は
火
災
や
救
急
な
ど

緊
急
通
報
用
の
電
話
番
号
「
１

１
９
番
」
に
ち
な
み
、
１
月


日
や
近
い
日
程
で
守
山
消
防
署

が
毎
年
実
施
。
こ
と
し
は
式
典

に
先
立
ち
、
能
登
半
島
地
震
の

犠
牲
者
へ
出
席
者
全
員
で
黙
と

う
を
さ
さ
げ
た
。

　

表
彰
で
は
、
森
田
聖
二
署
長

が
表
彰
内
容
ご
と
代
表
者
に
賞

状
を
手
渡
し
。
ま
た
署
長
あ
い

さ
つ
で
、
守
山
消
防
隊
を
含
む

市
消
防
局
の

隊
が
石
川
県
輪

島
市
で
行
っ
た
救
助
活
動
に
つ

い
て
伝
え
た
ほ
か
「
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

語
っ
た
。

　

受
賞
者
・
団
体
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。

　

【
感
謝
状
】
▽
消
防
協
力
者

＝
愛
知
銀
行
守
山
支
店
、
紘
仁

病
院
、
大
日
本
印
刷
、
緑
ケ
丘

カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
東
春
酒

造
、
石
田
オ
ー
ト
商
会
、
ユ
キ

印
刷
工
業
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ

ラ
イ
ド
チ
キ
ン
守
山
大
森
店
、

名
古
屋
市
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
、
１
０
０
℃
守
山
店

　

▽
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
運

動
推
進
功
労
＝
苗
代
学
区
防
災

安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
守

山
学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
、
西
城
学
区
防
災
安
心

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
白
沢
学

区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
、
廿
軒
家
学
区
防
災
安
心
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
、
上
志
段
味

学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
、
小
幡
学
区
防
災
安
心
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
、
志
段
味
東

学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

　

▽
消
防
団
業
務
協
力
者
＝
臼

井
敬
三
、
田
辺
七
生
、
小
池
宗

一
、
花
村
信
哉
、
宮
治
久
仁

旺
、
長
岡
賢
司
、
寺
尾
孝
清
、

余
語
敏
弘
、
角
谷
勇
、
野
畑

薫
、
今
西
友
昭
、
村
濱
稚
都

子
、
木
村
顯
人
、
伊
藤
晃
治
、

長
松
周
司
、
石
田
喜
篤

　

▽
功
労
消
防
団
員
家
族
＝
清

水
夏
子
、
早
川
美
樹
、
外
林
公

美
、
石
原
仁
美
、
大
澄
利
恵
子
、

三
田
郁
穂
、
林
里
愛
、
水
野
勝

美
、
加
藤
元
子
、
キ
ョ
ウ
ナ
ン
、

松
下
愛
音
、
水
野
啓
子
、
河
村

佳
代
子
、
松
田
恵
美
、
中
嶋
や

す
子
、
中
村
魅
華
、
田
口
み
ゆ
き

　

【
表
彰
状
】
▽
優
良
防
火
管

理
事
業
所
＝
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
新
守
山
、
ピ
ア
ゴ
パ

ワ
ー
西
城
店
▽
優
良
防
火
管
理

者
＝
落
合
隆
、
山
﨑
芳
郎
▽
優

良
危
険
物
保
安
事
業
所
＝
Ｄ

ｒ
．
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｂ
ｉ
ｇ
バ

ー
ド
カ
ナ
ヤ
、
光
洋
運
輸
▽
優

良
危
険
物
取
扱
者
＝
水
野
信

　プロと創る―。守山文化小劇場開館周年記念

のオリジナルミュージカル公演（月）に向けた

ワークショップが、４月に開講。小学４年生

（2024年４月時点）から一般を対象に参加者を募

集している。

　守山の文化を考える会（白樺八 代表）と同劇

場が主催。ミュージカル作品は、貴重な自然が残

る八竜緑地＝大森八龍１＝を巡る物語「ひびきあ

う生
い の ち

命」で、月９・の両日上演となっている。

　ワークショップ（４月日～７月５日、全

回）の会場は同劇場＝小幡南１＝ホールと練習

室。各日とも金曜、午後５時半～同９時のうち２

時間ほど。演技や歌、言葉レッスンなどプロによ

る指導が行われる。

　申し込みは①氏名・ふりがな②住所③電話番号

④生年月日⑤メールアドレス⑥舞台経験の有無⑦

自己アピールを記入してメール＝moriyamabunka

@gmail.com＝へ送信、または同劇場窓口へ提

出。定員人程度、３月日（日）締め切り。

　参加費１万５千円。そのほかワークショップ後

に、回以上の公演練習代や舞台制作協力金とし

て１万５千円要。これらにはチケット２枚分（５

千円相当）と保険料含む。「未経験者も大歓迎で

す」と主催者。

　問い合わせは白樺さん＝携帯090―4257―9192

＝か、左記のメールアドレスへ。守山

の文化を考える会・Ｆａｃｅｂｏｏｋ

ページ（右のＱＲコードを読み取り）

でも紹介している。

　

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
運

営
す
る
「
ロ
ン
グ
ウ
ッ
ド
ス
ポ

ー
ツ
」
（
川
本
泰
嗣
代
表
取
締

役
社
長
）
＝
中
志
段
味
南
原
＝

は
こ
の
ほ
ど
、
上
志
段
味
小
学

校
＝
上
志
段
味
大
塚
＝
へ
児
童

図
書
千
冊
を
贈
っ
た
。

　

同
社
は
、
一
昨
年
春
に
も
上

志
段
味
小
へ
児
童
図
書
千
冊
を

寄
贈
。
川
本
社
長
が
、
開
校
時

に
贈
っ
た
新
聞
ラ
ッ
ク
を
確
認

し
よ
う
と
図
書
館
を
訪
れ
た

際
、
本
の
少
な
さ
に
驚
い
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
学
校
か
ら
「
新
設
校

で
は
１
年
ご
と
少
し
ず
つ
本
を

増
や
し
、

年
ほ
ど
か
け
て
棚

を
埋
め
て
い
く
」
と
説
明
を
受

け
た
。
「
子
ど
も
た
ち
に
教
え

る
こ
と
に
参
加
す
る
企
業
と
し

て
協
力
し
た
い
」
「
ま
だ
ま
だ

本
が
少
な
い
」
と
の
思
い
が
今

回
の
寄
贈
に
つ
な
が
っ
た
。

　

先
月

日
に
は
同
小
図
書
館

で
、
畑
智
秋
校
長
が
川
本
社
長

へ
市
長
感
謝
状
を
伝
達
。
畑
校

長
は
「
楽
し
み
に
し
て
図
書
館

を
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

見
ら
れ
、
う
れ
し
い
限

り
」
と
感
謝
の
気
持
ち

も
伝
え
た
。

　

川
本
社
長
は
「
地
域

の
企
業
・
住
民
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
図

書
館
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
で
き

て
、
う
れ
し
い
」
と
感

想
を
話
し
た
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
本
で
埋
ま
っ

て
き
た
棚
を
眺
め
な
が

ら
「
任
務
完
了
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
た
。

　「守山区消防表彰式」が先月日、守山文化小

劇場＝小幡南１＝で開催され、受賞者と来賓ら約

150人が出席。消防活動に貢献した個人や団体へ

感謝状や表彰状が贈られた。

　

小
学
生
対
象
「
子
ど
も
将
棋

大
会
」
が
先
月

日
に
守
山
児

童
館
＝
小
幡
１
＝
で
開
か
れ
、

区
内
か
ら
参
加
し
た
男
女

人

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

同
館
で
は
、
日
本
将
棋
連
盟

普
及
指
導
員
が
講
師
を
務
め
る

将
棋
ク
ラ
ブ
も
催
し
て
お
り
、

毎
回
多
く
の
子
が
申
し
込
み
。

大
会
は
ク
ラ
ブ
と
同
様
、
将
棋

に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
礼
儀
や

マ
ナ
ー
も
学
ん
で
ほ
し
い
な
ど

の
思
い
で
続
け

て
い
る
。

　

試
合
方
法

は
、
低
学
年
と

高
学
年
に
分
か

れ
て
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
で
１

局

分
。
時
間

内
に
決
着
が
つ

か
な
い
場
合

は
、
将
棋
ク
ラ

ブ
講
師
ら
審
判

が
対
局
の
状
況

を
見
て
、
勝
敗
を
決
め
る
ル
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。

　

付
き
添
い
の
保
護
者
は
廊
下

の
窓
越
し
に
、
わ
が
子
を
見
守

っ
て
応
援
。
試
合
の
ほ
か
、
敗

者
に
よ
る
自
由
対
局
も
あ
り
、

勝
っ
て
表
情
を
緩
め
た
り
、
負

け
て
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
る
子

の
姿
が
見
ら
れ
た
。
入
賞
者
は

次
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
。

　

▽
低
学
年
の
部
①
松
原
幹
樹

（
上
志
段
味
小
２
年
）
②
松
野

恭
也
（
廿
軒
家
小
３
年
）
③
山

下
珠
生
（
守
山
小
３
年
）
③
山

田
沙
季
（
小
幡
小
３
年
）

　

▽
高
学
年
の
部
①
西
出
岳
司

（
白
沢
小
４
年
）
②
後
藤
祥
多

（
守
山
小
４
年
）
③
坪
井
せ
な

（
志
段
味
西
小
４
年
）
③
舟
橋

晴
輝
（
鳥
羽
見
小
５
年
）

夫
、
船
原
長
幸

　

▽
功
績
消
防
団
＝
西
城
消
防

団
▽
優
良
消
防
団
＝
大
森
消
防

団
、
志
段
味
西
消
防
団

　

▽
優
良
消
防
団
員
＝
小
林
宗

善
、
伊
藤
崇
、
臼
井
幸
治
、
広

田
建
一
、
早
川
鉄
郎
、
塚
本
和

弘
、
川
端
誠
一
郎
、
新
海
勝
、

松
岡
光
孝
、
近
藤
均
、
近
藤
貴

久
子
、
大
木
史
郎
、
浅
野
周

三
、
岡
田
哲
也
、
清
水
博
之
、

大
澄
卓
爾
、
橋
本
暁
央
、
水
野

淳
、
門
田
佳
子
、
水
野
忍
、
三

　

「
守
山
警
察
署
感
謝
状
贈
呈

式
」
が
先
月

日
、
渋
川
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
尾
張
旭
市
渋
川
町

３
＝
で
開
か
れ
、
受
賞
者
ら
１

２
０
人
以
上
が
出
席
し
た
。

　

防
犯
や
交
通
安
全
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域
の

安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
協
力

と
貢
献
に
対
し
、
同
署
が
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
毎
年

こ
の
時
期
催
し
て
い
る
も
の
。

　

こ
と
し
は
、
守
山
警
察
署
管

内
安
全
運
転
管
理
協
議

会
会
長
の
水
野
雅
人
さ

ん
、
守
山
旭
防
犯
連
合

会
会
長
の
加
藤
章
一
さ

ん
へ
警
察
本
部
長
感
謝

状
を
伝
達
。
１
５
０
の

団
体
や
個
人
に
署
長
感

謝
状
を
贈
っ
た
。

　

杉
本
浩
治
署
長
は
受

賞
者
へ
の
お
礼
の
ほ
か

「
防
犯
や
交
通
安
全
の

守
山
警
察
署
感
謝
状
贈
呈
式

防
犯
や
交
通
安
全
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

表彰式に出席して賞を受けた子どもたち

月の守山文化小劇場開館周年記念

オリジナルミュージカル出演に向けて

４月開講のワークショップ参加者を募集中４月開講のワークショップ参加者を募集中

手
作
り
絵
本
作
品
募
集
　
最
優
秀
賞・優
秀
賞
な
ど
決
ま
る

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
表
彰
式

感謝状や表彰状が森田署長（中央）から手渡された

守山区消防表彰式

消
防
活
動
に
貢
献
し
た
個
人
や

団
体
へ
感
謝
状
や
表
彰
状
贈
る

啓
発
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た

活
動
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
く

て
は
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
来

賓
の
祝
辞
で
は
、
児
玉
透
守
山

区
長
が
「
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

守山児童館「子ども将棋大会」
目指せ！藤井八冠 熱戦繰り広げる

喜んだり悔しがったり―
対局を楽しむ参加者たち

交
流
会
で
は
最
優
秀
賞
の

青
山
さ
ん
（
中
央
）
が
読

み
聞
か
せ
で
作
品
を
披
露

賞
状
を
手
に
上
位
入
賞
者
の
皆
さ
ん

感謝状を手に川本社長（左）と
畑校長（奥は寄贈図書・一部）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
舞
台
で
演
じ
る

参
加
者
ら
（
写
真
は

周
年
記
念
公
演
）

「
ロ
ン
グ
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
」
が

上
志
段
味
小
へ
児
童
図
書
を
寄
贈

田
真
弘
、
大
島
惠
司
、
横
山
直

樹
、
服
部
和
夫
、
高
木
康
行
、

浦
田
伸
伍
、
福
井
秀
之
、
清
水

康
代
、
加
藤
喜
啓
、
川
合
桂

子
、
山
中
淳
、
児
﨑
隆
一
、
宮

﨑
徹
、
南
部
文
宏
、
芳
田
和

征
、
田
中
忠
明
、
岩
本
典
之
、

今
井
隆
裕
、
中
村
伸
幸
、
太
田

光
仁
、
稲
垣
雅
一
、
川
端
征

治
、
河
村
和
美
、
杉
山
吉
典
、

山
口
徹
、
柴
田
良
一
、
石
川
正

司
、
中
村
浩
史
、
平
峯
大
助

日
頃
の
活
動
に
―
感
謝
状
の

伝
達
や
贈
呈
が
行
わ
れ
た
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